
各種調査結果を活用した組
織的な授業改善や学力向上
等に係る取組について

北海道室蘭栄高等学校 教諭 日向 真樹



本日の内容

１ 室蘭栄高校の概要

1) 体系的な全国模擬試験の実施とその分析会 

３ 今後の課題

２ 本校の取組

2) CBAテストの結果状況の分析

3) 授業改善アンケート 

4) 学校評価アンケート



１室蘭栄高校の概要

１) 令和７年度より完全５間口

令和６年度

３学年 理数科２ 普通科４

２学年 理数科２ 普通科３

１学年 理数科２ 普通科３

間口減に伴い、教
員定数の減少や入
学してくる生徒の
学力(特に普通科)

に変化。



１室蘭栄高校の概要

２) 出身中学校による通学地域の割合

地域 １年生 ２年生 ３年生 合計(人) 割合(%)

室蘭市 91 92 81 264 41.7%

登別市 46 39 63 148 23.4%

伊達市 35 46 54 130 20.5%

洞爺・豊浦・壮瞥 10 5 14 29 4.6%

苫小牧・白老 13 13 19 45 7.1%

その他 5 2 5 12 1.9%



１室蘭栄高校の概要

３) 令和５年度卒業生大学合格者数(現役生徒)

国公立大学 154名 私立大学 237名

北海道大学 １６名

北海道教育大学 ２０名

室蘭工業大学 １６名

旭川医科大学 ３名

札幌医科大学 ７名

東京大 １名

東北大 １名

東京工業大 ２名

名古屋大 １名

北海学園大 ３４名

北海道医療大 ４５名

早稲田大 ５名

慶應大 １名

上智大 １名

明治大 ４名

青山学院大 ３名

中央大 ３名

法政大 ５名

最終進学先
国公立大学

１４３名
私立大学

４６名
看護学校

８名
専門学校

８名
他

２２名



２ 本校の取組

１) 体系的な全国模擬試験の実施とその分析会 

１ 学 年 ２ 学 年

前期 スタディサポート第１回
総合学力７月
全統実力テスト
スタディサポート第２回

総合学力７月
全統実力テスト

後期 総合学力１１月
総合学力１月
スタディサポート

総合学力１１月
総合学力１月
共通テスト模試２月
スタディサポート

＊上記に加え、希望者にハイレベル模擬試験も

それぞれの模擬
試験の結果が返却
された後、学年ご
とに模試分析会を
開催し、結果の分
析および今後の指
導方針などを共有
する
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２ 本校の取組

２) CBAテストの結果状況の分析

本校生徒の特徴
として、やや学習
に対して受け身の
傾向が見られ、そ
の傾向が調査から
も読み取れる。
「総合的な探究
の時間」や各教科
科目での探究的な
学びをより意識す
る必要性がある。



２ 本校の取組

２) CBAテストの結果状況の分析

タブレットを含むICT
機器の活用については、
改善傾向だがまだ十分と
は言えない。
教員向けの研修会を通
して効果的な活用方法を
模索している。
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２ 本校の取組

３) 授業改善アンケート

• 他クラスの教科
担当や過年度と
比較することで、
授業改善のポイ
ントを明確化す
る

• 授業公開週間の
際に授業見学に
行くクラスを決
める参考にする



２ 本校の取組

４) 学校評価アンケート

生徒の荷物負担軽減のために生徒個人
ロッカーを設置したり、夏季の猛暑対策で
略装や猛暑対策グッズを柔軟に認めるなど、
スピード感を持って対応している。



３ 今後の課題

２) 校内でのＥＢＥへの理解

１) 校種間を超えた交流の増進

３) 各種調査結果の更なる有効活用

・地域ごとの課題の共有

・教員の専門知識やスキルの共有

・データの分析の専門的な知識やツールの不足

・エビデンスを意識したデータの読み取り

・「エビデンス」と「肌感覚」
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